タンザニアの恩師 by 中村 亮
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「年をとればだれでもムゼーになれるわけではな
い。尊敬することができる老人だけが本当のム
ゼーなんだ」と言う。私も尊敬の念を込めてこ
こでは「ナソロ老人」ではなく「ムゼー・ナソロ」
と呼びたい。
　ムゼー・ナソロに出会ったのは2003年、3回
目のキルワ島訪問の時であった。そのころ私は
島の漁撈について漁師に聞きまわっていた。そん
な折に「魚柵漁の名人」として紹介されたのが
タンザニアの恩師
フィールドで学ぶ
　フィールドワークとは、現地に身をおき、その
様子を知るために調査することである。「調査」
というと何か大掛かりな機材を使って難しいこと
をしているように聞こえるが、実のところ、文
化人類学のフィールドワークは、ノートとペンを
持って、人びとにその生活文化について教えて
もらう「学び」の経験である。
　現地のことを何も知らない段階では、年齢や
性別を問わず、出会う人すべてが先生である。
現地語がおぼつかないころは子どもたちと遊び
ながら言葉をおぼえていく。料理については女性
が、流行については若者が詳しい。老人は昔の
話を何時間でも語ってくれる。人びとと一緒に過
ごすことで、少しずつ現地の生活や文化が分かっ
てくるのである。
　私は2000年から足掛け17年間、マングロー
ブとサンゴ礁に囲まれたキルワ島（タンザニア）
にかよっている（図①）。そのあいだに多くの人
びと＝先生に出会うことができた。中でも一番
の先生は、老漁師のムゼー・ナソロであった。
ムゼー（Mzee）とは、スワヒリ語で年配者にた
いする敬称である。しかし、キルワ島の若者は 図①キルワ島の自然環境と魚柵の設置場所
80
ムゼー・ナソロであった。魚柵漁とは、干満差
の大きい沿岸に柵をめぐらせて、満潮時に魚を
柵内に誘導し、干潮時に柵内にとりのこされた
魚をとるキルワ島の伝統漁法である。島の北側
沿岸に細木の柵がたてられているのが以前から
気になっていた私は、ぜひとも魚柵漁について
知りたく、さっそくムゼー・ナソロを訪問した。
　はじめて会ったとき、ムゼー・ナソロは家の前
で柵を編んでいた。海で鍛えた筋肉がたくまし
く、大きな声で快活に笑う冗談の好きな老人で
あった（写真①）。ムゼー・ナソロは仕事中にも
かかわらず、突然やってきた私を快くむかえて
くれた。そして「今編んでいる柵が完成したら
柵を仕掛けて魚柵漁を始めるので、漁のことが
知りたかったらお前も一緒に来い！」と私を誘っ
てくれたのである（写真②、③）。はからずも私
はムゼー・ナソロに弟子入りすることとなった。
それから漁期の3カ月間ほどムゼー・ナソロに
ついて回ることで、魚柵漁についてはもちろん
のこと、風と潮に生きるキルワ島の生活文化に
ついても理解を深めることができたのである。
風と潮のリズムに応じた魚柵漁
　キルワ島の魚柵漁には、木製、鉄製、ヤシ繊維
製、木製の柵に網をはったものなど6種類ある
が、固定式と可動式に大別できる。固定式の代表
はワンド（wando：木製魚柵）である。可動式の
代表はウリロ（uriro：ヤシ繊維製魚柵）である。
ワンドの柵は高さが2～3メートルほどあり、
島の北側の水深の深いマングローブ沿岸に設置
される。他方、ウリロの柵は人の腰丈ほどしか
なく、干潮時に干上がる干潟に設置される（図
①）。両方ともマングローブ環境に寄ってくる水
写真①ウリロ漁でとれた魚をかかげるムゼー・ナソロ
（ 2007 年 1 月、筆者撮影）
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ついて詳しく教えてくれた。なんとムゼー・ナ
ソロは、島に吹く風を13種類にも分類し、それ
ぞれの名前、吹く時期・方角、特徴とともに認
識していたのである。12～3月の穏やかな北風
（kaskazi）の時期に外洋から回遊魚が島に寄っ
てくる。その魚を狙ってワンド柵を設置する。一方、
5～9月の南風（kusi）は強風なので、背の高い
ワンド柵は倒れてしまう。そこで、風の影響を受
族（魚、ロブスター、イカなど）を漁獲対象とし
ている。ムゼー・ナソロはキルワ島でただ一人、
この2種類の魚柵漁をおこなう、島の伝統漁法に
精通した漁師であった。
　風と魚柵漁の関係は深い。南緯9度ほどに
位置し、モンスーン圏に含まれるキルワ島には、
風が規則的に向きを変えながら一年中吹く。魚柵
漁を開始するにあたり、ムゼー・ナソロは風に
写真②丸められたワンド柵とムゼー・ナソロの息子たち。
柵は約 70 kg あるがムゼー・ナソロは軽々と抱える。
（ 2003 年 12 月、筆者撮影）
写真③ワンド柵の設置風景。ムゼー・ナソロが指揮をとり
息子たちが手伝う（ 2003 年 12 月、筆者撮影）
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けにくい内海寄りの干潟に低いウリロ柵を仕掛
ける。風に応じて2種類の魚柵を使い分けている
のである。
　潮の満ち引き（潮汐）も魚柵漁と深くかかわ
る。一般的に潮は、1日に干満を2回くりかえす。
また、およそ15日ごとに小潮と大潮をくりかえ
す。干満差が約3.4メートルもあるキルワ島で
は、1日の内に広大な干潟が出現し、また消える
といった海岸線の著しい変化をみることができ
る。ムスリムであるキルワ島の漁師は、月の満ち
欠けに対応したイスラーム暦よって毎日の潮汐
を把握している（およそ、イスラーム暦の1日が
新月、15日が満月である）。
　キルワ島の潮には、大潮（bamvua）、中潮
（kiamuko）、小潮（maji maana）など、干満の
大きさなどに応じて6種類ある。ムゼー・ナソロ
は、干満が大きく月明りで夜の漁がしやすいイ
スラーム暦の9～20日の期間（中潮・大潮）に
ウリロ柵を仕掛る（写真④）。日々変化する満潮時
の海岸線に応じて、柵を仕掛ける場所を調整す
写真④ウリロ柵の設置はムゼー・ナソロが一人でおこなう（ 2007 年 1 月、筆者撮影）
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ロに出会えたことは幸運であった。
　2013年にムゼー・ナソロは、体力的な問題
から大掛かりなワンド漁を息子にたくし、自分は
ウリロ漁だけをおこなうようになった。これを機
に、２種類の魚柵漁を使い分ける漁師はキルワ
島からいなくなってしまった。2014年にはまだ
元気にウリロ漁をしていたが、2015年に病に
臥せってしまった。2016年にムゼー・ナソロ
を見舞ったとき「来年はもう会えないかもしれな
いので最後に記念写真を撮ろう！」と、いつもの
冗談めかした口調で言われた。しかし、痩せほ
そって歩行もままならず病状は悪いようであっ
た。そして2017年の夏、日本にいた私のもとに
ムゼー・ナソロの訃報が届いた。
　アフリカのことわざに「一人の老人の死は、
一つの図書館の消失に同じ」というものがある。
ムゼー・ナソロの訃報を受けたとき私も同じ
気持ちになった。ムゼー・ナソロとともに失われ
てしまった知識や技術はいかほどのものであろ
うか。何よりも、ムゼー・ナソロ一流の冗談が
もう聞けないのかと思うと喪失感にかられた。
まだまだ教えてもらいたいことが沢山あったが、
ムゼー・ナソロという図書館におさめられていた
『魚柵漁』という本を読むことができたことに深
く感謝する。
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る。そして、干満が小さく新月で夜が暗い21～
8日の期間に柵を陸にあげて乾かす。「何月何日
は何時にどこまで潮が引き、何時にどこまで潮
が満ちる」という潮の知識を所有していないと
ウリロ漁はできないのである。
ムゼー・ナソロから学んだこと
　たとえばあなたがキルワ島の漁師に「今日は
真東風（maturai wa sawa）なので、もうじ
きしたら北東風（maturai kaskazi）が吹き始
めてワンド漁の季節だね」や「今日は満月の大潮
（bamvua mwezi）なので、干潟に乗り上げて
しまわないように船を沖に泊めないといけない
ね」などと言うと「おっ、こいつよく分かってる
な」と驚かれるであろう。
　風や潮のリズムに寄りそうように、キルワ島の
海村生活は営まれている。そのことを、魚柵漁
をつうじて具体的に教えてくれたのがムゼー・
ナソロであった。私はタンザニア以外にも、ケニ
ア、スーダン、エジプト、サウジアラビアの漁撈
文化について調べているが、ムゼー・ナソロが
教えてくれた漁撈の基礎知識を念頭におき、い
つも最初に風と潮の種類について教えてもらっ
ている。その意味で、ムゼー・ナソロは私に漁撈
調査の基本を教えてくれた恩師である。キルワ島
でのフィールドワークの早い段階でムゼー・ナソ
